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イの中で述べている。人間は世界を広 く水平に知 ったが,深 く垂直に知ら
なければならない。衛生的な世界の表面の被いの下 にあるものに触れ るこ
とが必要だと述べている。そして,白 人文明に汚染 されていないニ ューメ
キシコの砂漠の偉大な美,誇 り高い純粋さに感動す る。彼がその踊 りを見














として,「 恋する女たち』 に登場するブレダルビー邸,シ ョー トランズ邸,




























「イース トウッド夫妻」(仮 の夫婦)で ある。駆け落ちした母親は,小説
の中に姿を現わさないが,家 族の苦い思い出として,こ の小説の中で重要
な存在 となっている。この小説のテーマは,彼女の娘イベッ トが,い かに
して自らの内にある母的資質に目覚めてい くかの過程であり,ロ レンスは





















師館へ戻 って来る。 ドー ヴァー海峡を渡る時,初 々しく感受性に富んだ若
く美 しい二人の話題は恋と結婚のことになるが,彼 女らの人生への憧れと
可能性を取 り巻 く環境は,そ の反対に暗いものである。夏だというのにど
んよりと曇 った灰色の空は,二 人がイギ リスで送るはずの生活が暗いこと
を暗示 している。
牧師館のあるパプルウィック村は,大 変因習的で閉鎖的で古めかしく,
若い二人の娘(イ ベッ ト19才,ルー シール21才。小説の終りではイベ ット
は21才にな っている。)に は相応しくないという印象を与えるが,そ れは
第一章の冒頭から,牧師館が固い石造りの建物であることが強調して述べ
られ,彼 女 らの若さ,柔軟さと相容れないためである。




の上手へ と曲 り,村の寂 しい石の通 りへ続いて行った。」
石造 りであるのは牧師館ばかりではなく,その近 くに立っている紡績工
場,橋,村 の通 りもそうであり,更にはパプルウィック村近隣の村々も石
造 りである。この石のイメージが象徴するものは,そ の村に住む人 々の不
毛性,冷 酷さ,頑 固さ,閉鎖性であり生命力溢れた若者には耐え られない























得る人 々として登場 しているのが,イ ベッ トの母親(記 憶の中の存在とし
て)と,イ ベッ トが 石切 り場で出会い友達にな った 「イース トウッド夫
妻」である。イベ ットの母親は,幼 い二人の娘を残して若い一文無しの男
と駆け落ちしたのであり,「イース トウッド夫妻」 は,妻 がまだ前夫 と離
0
婚訴訟中なのだが,年 下の男と世間を離れて暮している仮の夫婦である。
一方牧師であるイベ ットの父は,地位がありエ ッセイス トで もあるイン




















「彼女 らは大変 自由そうに思われた,そ して事実は,自 らの中で大変





二人が暮す牧師館は,醜 く冷たく不潔で湿 って息を詰らせ,そ の中での
食事はまずい。まずい食事は人間の活動力を減退させ,人 間は不活発,無
気力にならざるを得ない。イベットはできるだけ牧師館から逃れようとす
る。彼女を賞讃する男性は多 く,彼 らは彼女をパーテ ィやダンスに誘った
り ドライブに連れて行 ってくれたりするので,結 構気晴らしができるのだ
が,そ れで もなお気がいらだち,彼女はそれがどこから来るのかわからず
苦 しむ。 『きつね』に登場するバ ンフォー ドとマーチが,農 場の仕事がう












ことを知り,そ の気持を都合よ く利用している。彼女は,立 派な人間と思
われたいという息子の欲望を知っており,彼の欠点をゆがんだ母性愛によ
り美点に変えるため,彼 は自分の弱点を見つめず 自己を正 当化して偽 りの
人間になっている。 彼は,妻 に去 られたため,幾 人かの人間から同情を
寄せ られるが,妻 に去 られたことの一因である自分を反省せず,同 情に甘
んじて自己を正当化しようとしたので,彼 を嫌悪する人 も出てきたのであ
る。 「おふ くろさま」には息子の真の姿がわか っており,彼がほとん どせ
むしで白痴であると思われる。まことに恐ろしい母の支配欲である。
牧師の妹のシシーは,母 親によって 自分の人生を台無 しにされたことを
恨んでいるが,自 分の本心に従 って生きないことに慣れてしまう。その結
果,若 者達特にイベ ットに緑色の嫉妬の炎を向ける。シシー叔母と牧師に
は灰色のイメージが使われているが,ロ レンスの他の作品にも見 られ るよ
うに,灰 色は死を象徴する色である。 牧師の弟の ブレッ ドも陰気でけち
で,ル ーシールとイベ ットに嫌われている。このように家の内部には反感
と憎悪が潜み,若 い命を圧迫するのである。 「木馬 に乗った少年」におい
ても,ポ ール少年の家庭は,見かけは良 くても真実の姿はゆがんでいて,
彼を死へと追いやるのである。 この短篇においては,そ の元凶は,常 に
「お金が少ない」と不平をこぼした母親である。
「おふ くろさま」は目が悪 く耳が遠いが,こ のことは彼女が 自分以外の




















イベッ トには,彼 女がまるで ミツバチをパ クッと食べてしまうがま蛙の




② ジプ シーへ の憧 れ
「おふ くろさま」のしつこい干渉を振り切って,友 達と ドライブに出か
七 けたイベッ トは,山 頂の石切り場でジプシーに出会 うが,ジ プシーは,ロ
レンス的な肯定 される人物として登場している。ジプシーの男は山下にあ





色の帽子をかむ り,黒 い髪,黒 い目,黒 い手としなやかな脚を持 ってい
る。そして,法 の下に生きる人間を冷笑する無法者の,大胆で誇 り高い眼
差 しをしている。黒い皮膚であることから,彼が南方の生まれであるとわ




い分ける。 彼は人間の 「明」 なる知性の下に潜む無意識,本 能を重要視
し,それを 「闇」の部分と考えたのである。「闇」が負の意味を担 うのは,
「死」,「機械文明による汚染」などを指す場合である。ジプシーの男はイ
ベッ トの救済者 となるので,生 命力を持った人間 として正の意味で 「黒い
⑪
男」(``adarkman")である。
イベッ トはジプシーの男を見て心を惹かれる。彼が,人 生について 自分
と同じ見方をし,自分より強いただ一人の人間だと思われる。彼は彼女の
心 の琴線,核 に触れたのである。ジプシーは,牧 師館の固い石に象徴され
る頑固な人 々とは正反対で,柔 らかさ,純粋さ,し なやかさが強調され生
命力を帯びている。
「彼は通 り過ぎる時,浮 浪者の大胆で不正直な凝視でイベ ットの目を
まともに見た。彼女の内の何か固いものが彼の凝視に出会 った。しかし
彼女の体の表面は水の方に向いているようだった。それで もなお,彼 女















女は目付き,し ゃべ り方,行 動が大胆で鋭 く逞しく,生 命力に溢れてい
る。ジプシー女が狼のようであることは繰り返して述べられ,虎 やライオ
ンの激 しさを秘めた女性であったイベッ トの母親と同類だとわかる。
ジプシーの家族 は,冬 を越す間,山 中の石切り場にキャラバンを置いて
暮 しているのであるが,そ の場所が引っ込んでおりほとんど洞穴のようで
あることから,ジプシーが野生の動物であるかのような印象を与える。彼








L.と異な り,天 に_番近 く(「彼 らは世界の頂上にい鶏)請 灘 所である
九 ⑭(


















いうことで,ジ プシーの男 と彼女が関係 していくことを暗示 している。
イベット対 「おふ くろさま」,シシー叔母,父 親の争いは止むことな く,
だんだんひどくなるが,そ の一つに,ス テンドグラスのための積立金をイ
ベットがこっそり借用したことによるものがあり,彼 女と彼 らの対立は深
まる。 侮辱されて傷ついたイペッ トは,ジ プシーの生活を思 うと心が和
み,新 しい肉体へ生まれ変わったかのように感 じる。
「ジプシーの男への思いは彼女の四肢の命を解放 し,牧師館への憎悪
を心の中に結晶させた。そこで今,彼 女は無力ではな くなり力強く感 じ
⑭
た 。」
次に生じた険悪な口論の原因は,「 おふ くろさま」がイベッ トの母親の


























れるが,父 は奴隷のように 「生まれつき卑 しい」人間で,「 追いつめられ
たねずみ」のようであると作者にさげすまれている。イベ ットは母から汚
れない美 しい繊細 な肉体を受けていると自覚し,「 いまわしい家」である
牧師館への嫌悪はますます強まり,彼女の苦しみは降 り続ける雨に象徴さ
れている。また彼女の心の不安定さは,秋 の霞の中を蜘蛛の巣が顔にまつ
わりついた状態で歩 くかのような気分や,あ るいは彼女がよ く調子外れの
曲を口ずさむ とい う行為に表わされている。





者 レオも犬的性質の人間に思われる。 レオの名は 「ライオン」を意味する
のだが,こ の名の青年が犬的であるのは皮肉である。犬は家で飼われる動
物,文 明化された動物であり,狼は自然のままに生きる動物である。牧師
も 「おふ くろさま」に飼い慣らされた犬的存在である。 『太陽』において
もジュリエッ トの夫モー リスは,本 来の人間にな り切れず捕獲 された動物
のように臆病である。そのため太陽(真 の男性の象徴)の 降 り注 ぐ南 イタ
リアの戸外では,彼 は場違いの人間である。一方 ジュ リエッ トは,太 陽を
全身に浴びるようになってから,真の自己を取 り戻し始める。












ジプ シー の男 とイベ ットの関係の真実性は,彼 が彼女を 「欲望 した」
(``desired")という表現で述べられているが,こ の欲望はイベッ トには
真 に素晴らしいものと感 じられる。イース トウッ ド氏がイベッ トに教える














イベッ トはジプシーの男の欲望を感じた時,今 までとは全 く異なった感
じを抱 く。常識 と 「異質」 になることが救われるためには必要なのであ
る。
(3)イ ベ ッ ト の 再 生
イベッ トの,牧 師館に対する嫌悪の念が極みに達 した時は真冬であり,
季節と同 じく彼女の悲しみを反映するかのように雨が降り続 く。小説のテ















流 出 に気 づ い て い る だ け で あ った.彼 女 は,暗 い完全な力 としての
⑭
「彼」 に気づいてい た。」
イベ ットがこの時出会った 「イース トウッ ド夫妻」は,彼女の母を思わ
せるが,逃 亡者として彼女の母は,ジ プシーの女や二人の子供を置いて来
た 「イース トウッド夫人」に姿を変えてイベ ットの前に現われ,彼 女の心
を魅きつけ彼女の資質を目覚あさせているのであろう。 「イース トウッド
夫妻」は社会から孤立 した状態で,妻 は,沼 や小丘の近 くに大佐の職を退
いた夫と二人だけで暮している。だが妻は金持ちだったので暮しに不自由




せなのである。 そして 「イース トウッ ド夫妻」 との交際について父と口




と 「おふ くろさま」の関係については,イ ベ ットは父を憎む一方では愛情
も感 じている。しかし 「おふ くろさま」に対して はただ憎悪 しか抱いてい
ない。父は俗な人間であるが,「 おふ くろさま」 は人間以下なのである。
ロレンスは,集団としての 「人間性」を個性を滅 ぼすものとしてこの作品

















イベッ トは 「イース トウッ ド夫妻」との付き合いを止めた後で,洪 水の
生じる前に二度ジプシーの男に出会い会うたびに彼を好きになる。彼女に
とって彼は姉のルーシールよりも身近な存在,こ の世の最 も親 しい存在 に
思われるのである。
「この午後,彼 女は 「それ」が彼女の家庭であると強 く感 じた,ジ プ
⑳
シーのキャンプ,た き火,腰 掛 け,ハ ンマーを持 った男,老 婦人が 。」


















雨と トンネル事故のためにダムが決壊 し,庭 に出ていたイベットを目掛 け
てパプル川の水がライオンのように襲って来る。 しかし洪水と同時にジプ
シーの男が彼女を助けに現われ,洪 水は彼女を滅ぽすためではな く救 うた
めに来たのであり,ジプシーの男がその使いであったことがわかる。洪水




ーの男とイベッ トはノアの箱舟の中にいるように,何 とか倒れないで残 っ
ている牧師館の屋根裏部屋へ逃れ,二 人とも裸になって体を温め合 うので










意味を持つ一方,降 り続いた雨は 「悲 しみ」の象徴として負の意味を持 っ
ている。イベッ トが助か ったのは初春であり,大 自然の中で新しい生命が




















は,戦争中に肺炎にかかったのであるが再生 したことが,イ ース トウッド
氏によって語 られ,今 度洪水に遇 っても助かったのである。
文化的生活者 と非文化的生活者の戦いは永遠の戦いであり,ロ レンスは
その作品により,また自らの行動により後者の側にあったことを我々は知
るのである。
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